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１.調布市の概要
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図 国土地理院デジタル地形図 高さの基準（0ｍ）は，東京湾平均海面です。

仙川

入間川

野川

多摩川

野川

調布の市域は，武蔵野台地の南西部に位置し，地形的には最も高い武蔵野段丘面，市の中心部が位置する立川段丘面，最も低い多摩川沖積面
で構成されている。
「国分寺崖線（はけ）」と呼ばれ，崖下からは地下水が豊富に湧き出し，市内の中央部を貫流する野川や，東部を流れる野川支流の入間川，仙川
の３河川がある。市内を流れる河川は，東京都が管理する野川流域３河川の他，市の南端には国土交通省が管理する一級河川の多摩川がある。



２.雨水管理総合計画とは



■ 雨水管理総合計画の目的
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雨水管理総合計画は、下水道による浸水対策を実施する上で、当面・中期・⾧期にわたる、下水道による浸水対策を実施すべき区域や目標
とする整備水準、施設整備の方針等の基本的な事項を定めることで、下水道による浸水対策を計画的に進めることを目的とするものである。
（国土交通省雨水管理総合計画ガイドラインより）

基
礎
調
査

検
討
対
象
区
域
の
設
定

浸
水
要
因
分
析
と
地
域

ご
と
の
課
題
整
理

地
域
ご
と
の
整
備
目
標
・

対
策
目
標
の
検
討

段
階
的
対
策
方
針
の
策
定

段
階
的
対
策
計
画
の
検
討

雨
水
管
理
方
針
マ
ッ
プ
作
成

図 雨水管理総合計画の考え方

図 雨水管理総合計画の検討フロー

出典:雨水管理総合策定ガイドライン（案）
国土交通省水管理・国土保全局下水道部

今後の委員会で意見を
いただきたい事項



３.現状



■ 近年の浸水被害

近年、我が国においては、毎年のように全国各地で自然災害が発生している。
特に、台風や豪雨による浸水被害が発生している。

9図 近年の自然災害

出典:「流域治水」の基本的な考え方 国土交通省 水管理・国土保全局



■ 気候変動の影響

全国における時間雨量50mmを超える短時間強雨の発生件数が1976年～1985年では平均174回であったのに対し、2010年以降は平
均251回と増加している。

今後、気候変動の影響により、水害のさらなる頻発・激甚化が懸念される。

10図 1時間降水量50mm以上の年間発生回数

出典:「流域治水」の基本的な考え方 国土交通省 水管理・国土保全局



■ 調布市内における浸水被害の状況①

当市においても、近年、毎年のように床上、床下浸水被害が発生している。
特に、令和元年台風19号は、甚大な被害が発生している。

日付 床上浸水 床下浸水 その他 備考

2011年8月26日 7 11 3 大雨（集中豪雨）

2013年9月15日 1 1 平成25年台風18号

2017年8月19日 1 大雨（集中豪雨）

2017年10月23日 3 平成29年台風21号

2018年3月9日 1 1 平成30年3月9日大雨

2018年3月13日 2 平成30年8月13日大雨

2019年10月12日 129 85 32 令和元年台風19号

2021年8月15日 2 大雨（集中豪雨）

※その他:マンホール噴出等、屋根の破損、雨漏りによる天井裏の浸水など

表 調布市内の浸水状況
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■ 調布市内における浸水被害の状況②

12図 調布市内の浸水状況



４.基礎調査（報告）
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■ 降雨実績の整理

調布観測所（調布市）、⾧久保（三鷹市）、野川公園（小金井市）の降雨観測結果においても、時間雨量の平均値に対して、20か年
の最大値は大きい傾向にあり、浸水被害のリスクは高まっていく可能性がある。

14図 1時間降雨年最大値の推移

図 時間最大雨量の平均値と
20年最大値の比較

表 時間最大雨量の平均値と
20年最大値の比較

増加 増加増加

観測所 項目 1時間雨量（mm）
平均年最大値 43
過去20年最大値 91
平均年最大値 41
過去20年最大値 109
平均年最大値 43
過去20年最大値 70

調布

⾧久保

野川公園

調布 ⾧久保 野川公園

平成7年 1995 30.0 44.0 51.0

平成8年 1996 66.0 0.0 47.0

平成9年 1997 49.0 47.0 68.0

平成10年 1998 27.0 32.0 33.0

平成11年 1999 82.0 43.0 46.0

平成12年 2000 25.0 29.0 44.0

平成13年 2001 28.0 42.0 45.0

平成14年 2002 41.0 40.0 39.0

平成15年 2003 48.0 47.0 38.0

平成16年 2004 17.0 25.0 17.0

平成17年 2005 91.0 109.0 70.0

平成18年 2006 35.0 30.0 39.0

平成19年 2007 57.0 60.0 31.0

平成20年 2008 39.0 33.0 43.0

平成21年 2009 42.0 47.0 42.0

平成22年 2010 38.0 48.0 39.0

平成23年 2011 74.0 31.0 31.0

平成24年 2012 42.0 30.0 55.0

平成25年 2013 36.0 43.0 54.0

平成26年 2014 40.0 56.0 46.0

平成27年 2015 46.0 53.0 38.0

平成28年 2016 42.0 46.0 47.0

平成29年 2017 30.0 36.0 36.0

平成30年 2018 50.0 50.0 53.0

平成31年・令和元年 2019 30.0 30.0 41.0

令和2年 2020 20.0 21.0 27.0

43.3 41.2 43.1

年
時間最大雨量（mm/hr）

平均(2020年末まで)
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■ 雨水流出抑制の取組状況とアンケートの実施①
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雨水流出抑制

市内における公共施設及び各家庭の建物の新築・建替や民間の宅地開発など
の排水設備計画確認申請等に当たり，雨水流出抑制を目的とし，地下水の
涵養や良好な水循環形成も期待でき，合流式下水道の改善効果も合わせ持
つ雨水浸透ますなどの雨水浸透施設（下水道:浸透施設、道路:透水性舗
装等）の設置を促進。

令和4年度時点で実績は、126,067m3／hrであり、令和12年度時点での目
標値163,700m3／hr、令和19年度時点での目標値202,000m3／hrに対
して、今後も引き続き整備していく。
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浸水被害と浸水軽減に向けた取り組み状況アンケートの実施

1. 概要:調布市に在住・在勤・在学する方々に対して，風水害の被害想定や，災害の被害想定に関する認識 ・ 意識についての調査
2. 期間:令和６年２月２０日（火）から３月２０日（祝日）まで
3. 回答方法:専用フォーム（ＬｏＧｏ フォーム） から回答
4. 対象:市内在住，在勤，在学者（中学生以上）
5. 回答数:３１５名

46, 15% 1, 0%

188, 60%

72, 23%

7, 2% 1, 0%

あなたの該当するものを教えてください

在住;在勤

在学;在住;在勤

在住

在勤

在勤;在住

在学;在住

図 雨水浸透施設の設置状況と目標

1, 0% 19, 6%

46, 15%

76, 24%
92, 29%

81, 26%

あなたの年代を教えてください

２０歳未満

２０歳以上～３０歳未満

３０歳以上～４０歳未満

４０歳以上～５０歳未満

５０歳以上～６０歳未満

６０歳以上

グラフ中の数値:人数，割合 グラフ中の数値:人数，割合



■ アンケートの実施②
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291, 92%

24, 8%

調布市が多摩川，野川，仙川，入間川が氾濫した際の被害想定を調布市洪水・

内水ハザードマップとして発表していることを知っていますか?

知っている

知らない

141, 45%

36, 

11%

137, 44%

調布市洪水・内水ハザードマップで自宅・勤務先・通学先周辺は，浸水想定区域

（多摩川），浸水予想区域（野川，仙川，入間川）または浸水想定区域（内

水）ですか?

区域内である

わからない

区域外である

215, 68%

99, 32%

台風や浸水による被害を防ぐために自宅や勤務先・通学先での対策を行っています

か?

行っていない

行っている
226, 72%

88, 28%

自宅・勤務先・通学先周辺が⾧時間浸水し、通勤・通学が困難になるような大規模

な水害が発生した場合に備えた対策を行っていますか?

行っていない

行っている

グラフ中の数値:人数，割合 グラフ中の数値:人数，割合

グラフ中の数値:人数，割合グラフ中の数値:人数，割合



9, 3% 7, 2%

52, 17%

37, 12%

101, 32%

108, 34%

気象庁では，警戒レベルに応じて気象情報を発表します。あなたはどのタイ

ミングで避難しようと思いますか?

早期注意情報

大雨注意報・洪水注意報

大雨警報・洪水警報

土砂災害警戒情報

大雨特別警報

わからない

197, 23%

114, 13%

249, 29%

192, 23%

3, 0% 103, 

12%

調布市洪水・内水ハザードマップで確認することはどれですか?（複数回答

可）

自宅・勤務先周辺の色の濃

淡
自宅・勤務先周辺の土地の

高低差
自宅・勤務先の安全性

避難所の確認

自宅・勤務先の安全性避

難所の確認
避難方向

33, 

10%

176, 56%

59, 19%

47, 15%

調布市では，警戒レベルに応じて避難情報を発令します。あなたはどのタイ

ミングで避難しようと思いますか?

高齢者等避難

避難指示

緊急安全確保

わからない

79, 25%

131, 42%

80, 25%

25, 8%

自宅・勤務先・通学先の周辺地域で水害が発生し，浸水が継続する場

合，自宅・勤務先・通学先を離れて避難すると思いますか?

避難する

たぶん避難する

たぶん避難しない

避難しない

■ アンケートの実施③

17

グラフ中の数値:人数，割合

グラフ中の数値:人数，割合

グラフ中の数値:人数，割合

グラフ中の数値:人数，割合



５.関連計画等と雨水管理総合計画の
位置付け



■ 国土交通省・東京都における関連計画

国土交通省 多摩川水系河川整備基本方針（R5.3変更）

多摩川水系河川整備計画（H29.3変更）

多摩川流域治水プロジェクト（R5.3更新）

多摩川緊急治水対策プロジェクト（令和５年度版）

東京都 東京都豪雨対策基本方針（改定）（R5.1２）

野川流域豪雨対策計画（H31.3改定）

野川流域河川整備計画（H29.7）
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〇 河道と洪水調節施設等の配分流量
〇 治水・環境・利用を踏まえた稼働配分
〇 超過洪水対策
〇 内水対策

〇 外水はん濫を防ぐ「河川整備」
〇 内水はん濫を防ぐ「下水道整備」
〇 雨水の流出を抑える「流域対策」
〇 水害に強い「家づくり・まちづくり対策」
〇 生命を守る「避難方策」



■ 「多摩川水系河川整備方針」の変更の概要（R５.３）

20

出典:国土交通省HP



■ 東京都豪雨対策基本方針（改定） （R５.12）

21
出典:東京都総合治水対策協議会



令和５年1２月 東京都豪雨対策基本方針（改定）

〇豪雨対策の基本方針

・激甚化・頻発化する豪雨に対して，安全・安心なまちを目指す

・気候変動に伴う降雨量の増加（1.1倍）に対応するため，目標降雨を引き上げ

目標降雨：【区部】時間 85 ミリ、【多摩部】時間 75 ミリ

（将来における年超過確率 1/20 の規模を下回らない目標）

・目標降雨に対して，主に河川整備，下水道整備，流域対策で浸水被害を防止

・５つの施策「河川整備」「下水道整備」「流域対策」「家づくり・まちづくり

対策」「避難方策」を組み合わせ有事に備える

・重点的な対策強化により都内全域で段階的に事業展開

豪雨対策の目標と各施策における

基本的な役割分担

平成26年６月 東京都豪雨対策基本方針（改定）

豪雨対策の体系図

出典:東京都豪雨対策基本方針（改定）
22



■ 調布市雨水管理総合計画の位置付け

調布市都市計画マスタープラン
立地適正化計画

調布市公共施設等総合管理計画
（公共施設マネージメント計画）

調布市地域防災計画

市民の声

調布市基本構想

調布市基本計画

調布市総合計画
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相互連携

調布市国土強靭化計画

その他関連計画

調布市緑の基本計画

調布市環境基本計画の一部
「流域水循環計画」 調布市下水道浸水被害

軽減総合計画

調布市雨水管理総合計画調布市下水道ビジョン

国や都の方針・計画

【国】

【都】

多摩川水系河川整備基本方針
多摩川水系河川整備計画
多摩川流域治水プロジェクトほか

東京都豪雨対策基本方針
野川流域豪雨対策計画
野川流域河川整備計画

反 映

その他関連計画

パブリックコメント

下水道関連計画



６.令和元年台風第19号における対応
状況
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■ 多摩川流域治水プロジェクト

出典:国土交通省HP



■ 多摩川緊急治水対策プロジェクト（進捗状況）

26
出典:国土交通省HP



■ 「気候変動を踏まえた河川施設のあり方」概要版（R5.12） 東京都

27出典:東京都建設局河川部



■ 「流域対策等強化・推進事業補助」の概要（東京都）

28
出典:東京都総合治水対策協議会



■ 調布市における浸水被害軽減に向けた取組一覧（令和６年度）

29



浸水対策の取組の方向

当面・短期対策は適時対応

30

抜本的対応に向け流域治水の考えのもとで，中・⾧期の浸水対策をとりまとめる必要が高まっている。

調布市が取り組む流域治水対策

【公共施設による取組】

公共下水道への雨水の流入・放流を抑制

流域治水と下水道による浸水対策強化

公共施設管理者の役割の明確化，行動計画の整備

自然環境が有する機能の活用と支援

【行政・市民・団体・企業等による取組】

関係者による雨水流出の抑制（浸透・貯留）

大雨時における排水の抑制

避難方策への取組（避難行動，リスク情報の収集など）

民間施設等によるグリーンインフラ（緑化）の導入など



■ （仮称）調布市雨水管理総合計画策定の目的

〇近年の降雨の局地化・集中化・激甚化など，気候変動の影響等を考慮した取

組を推進するため，計画雨水量を設定し，浸水対策等の中長期的な計画を策

定

〇早期の浸水対策効果や計画を上回る降雨に対する減災効果を発現させるため

には，行政・市民・団体・企業等あらゆる関係者が協働して取り組む「流域

治水」の考え方の下，多様な主体との連携を通じて，浸水のリスク低減策を

検討することが重要

１

〇雨水管理総合計画で定める項目

次のとおり，浸水対策等を実施すべき区域や整備水準（整備目標やハード対

策の整備率等），当面・中期・長期の施設整備の方針等の基本的な事項

(1) 計画期間

概ね２０年間。５年に１回の点検により，必要に応じて見直し

(2) 策定主体

下水道管理者（環境部下水道課）

行政・市民・団体・企業等あらゆる関係者が協働する「流域治水」の考え

方により，横断的な連携の下で策定

(3) 下水道計画区域

検討対象区域の設定と地域ごとに整備目標を設定

(4) 計画降雨（整備目標）

ア 気候変動の影響を踏まえ，計画降雨や計画雨水量を設定

イ 浸水リスクや都市機能の集積状況等の評価に応じ，きめ細やかに設定

(5) 対策方針

現在の整備水準等を踏まえて，当面・ 中期・長期の段階に応じた対策方針

を財政も考慮し策定

構成イメージ

出典:国土交通省 雨水管理総合計画策定ガイドライン（案）

雨水管理総合計画で定めるハード対策，ソフト対策の例

31
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７.検討の進め方
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■ 検討の進め方

作業部会 検討委員会 計画検討（調布市）

現状と課題

雨水管理総合計画の目的・位置付け

計画検討の視点

目指すべき将来像・目標
（雨水管理総合計画のあり方）

整備プログラム（重点化の確認）

（仮称）調布市雨水管理総合計画（素案）

（仮称）調布市雨水管理総合計画（案）

第４回 検討委員会
雨水管理総合計画（素案）

第５回 検討委員会
雨水管理総合計画（案）

第１回 検討委員会
今後の検討の方向

第２回 検討委員会
計画目標の設定

第３回 検討委員会
段階的対策案の検討

現況調査・
協力依頼

第１回委員
会（報告）
第２回委員
会用に対す
る説明・意
見交換

第２回委員
会（報告）
財政計画に
対する説
明・意見交
換

第３回委員
会（報告）
第４回委員
会（意見交
換）

パブリック
コメント

令和６年度

令和７年度

調布市雨水管理総合計画



検討内容を報告 検討事項等の提案

年
度

調布市環境・ゼロカーボンシティ推進会議（流域治水対策部会）
（環境施策の総合的な推進及びゼロカーボンシティの実現に向けた組織 R6.5.1施行）

調布市雨水管理総合計画策定等検討委員会

回 予定
時期 テーマ 検討内容 回 予定

時期 テーマ 主な報告・検討事項

Ｒ
６

１ 6
月

今後の検
討の方向

・雨水管理総合計画の目的
・対象施設調査

１ 7
月

今後の検
討の方向

・雨水管理総合計画の目的
・今後の検討内容
・基礎調査（中間報告）
・対象降雨
・外水位の考え方

２ ８
月

計画目標
（案）の

検討

・検討対象区域（案）の設定
・対象施設（案）抽出
・計画目標の（案）の検討（当面・中期・
⾧期） ２ 10

月
計画目標
の設定

・基礎調査結果
・検討対象区域の設定
・計画目標の設定
・地域ごとの雨水対策目標の設定

３ 12
月

計画目標
の設定

・計画目標を設定（当面・中期・⾧期）
・施設ごとの雨水対策目標を設定

４ 2
月

段階的対
策案の検

討

・ハード対策，ソフト対策の検討
・各施策（対象施設）の役割分担

３ 2
月

段階的対
策案の検

討

・計画降雨に対するハード対策の検討
・照査降雨に対するハード対策，
ソフト対策の検討

・財政計画
・各施策の役割分担

Ｒ
７

５ ８
月

計画
（素案）

・雨水管理総合計画（素案） ４ ８
月

計画
（素案） ・雨水管理総合計画（素案）

パブリックコメント

６ 2
月

計画
（案）

・雨水管理総合計画（案） ５ 1
月

計画
（案）

・雨水管理総合計画（案）

浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
検
討

■ 検討体制・検討内容・スケジュール

34
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８.対象降雨の考え方



■ 対象降雨の考え方

36

計画降雨（L1）は、東京都豪雨対策基本方針と整合を図り、下水道の目標降雨量においては、65mm/hr設定とする。
照査降雨（L1’）は、調布市内の観測雨量の中で、既往最大降雨である、平成17年9月6日降雨とする。
照査降雨（L2）は、想定最大降雨として、既往最大降雨波形をもとに、1時間最大雨量を153mmとする。

観測所 項目 降雨開始日時 降雨終了日時
降雨継続

時間
総降雨量
(mm)

時間最大
降雨量

(mm/h)

10分間最大
降雨量

(mm/10min)
時間最大 平成17年09月04日 19:01 平成17年09月06日 05:30 34時間29分 202.0 91.0 23.0
10分最大 平成11年03月20日 12:12 平成11年03月20日 17:33 5時間21分 89.0 82.0 80.0
時間最大 平成17年09月04日 19:15 平成17年09月06日 06:02 34時間47分 242.0 109.0 23.0
10分最大 平成30年08月13日 14:40 平成30年08月13日 16:38 1時間58分 52.0 50.0 24.0
時間最大 平成26年06月24日 14:25 平成26年06月24日 17:19 2時間54分 76.0 68.0 36.0
10分最大 平成26年06月24日 14:25 平成26年06月24日 17:19 2時間54分 76.0 68.0 36.0
時間最大 平成17年09月04日 16:30 平成17年09月06日 05:22 36時間52分 136.0 70.0 17.0
10分最大 平成30年08月13日 14:57 平成30年08月13日 16:44 1時間47分 55.0 53.0 28.0

調布

⾧久保

入間川分水路

野川公園

表 調布市観測降雨の既往最大降雨
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図 調布市観測降雨の既往最大降雨（時系列）



37

９.外水位の考え方



■ 外水位の設定方法

38

表 外水位の設定案

対象降雨 設定方法 適用に対する条件等 本検討での設定案

想定最大規模降雨
（L2）

河道をモデル化したシミュレー
ションによる解析水位

河川流域も含めた広範囲なモデル構築が必要となる。

河川の堤防高を水位とし
て設定

想定される最大の外水位を一定で与えるため、避難周知を図る目的から、
計画の視点としては安全側の設定となる。 〇

既往最大降雨
（L1’）

実績水位 実現象を高い精度で再現可能である。 〇

計画高水位（HWL)も
しくは放流渠の満管水位

実績水位が得られない場合に採用する。既往最大降雨（L1’ ）は計画
降雨より大きいため、放流渠の満管水位ではなく計画高水位（HWL)と
する。

〇（実績水位が得られ
ない地点に採用）

自由放流（河川に水位を
設定しない）

浸水要因分析時に使用する。計画策定に対しては危険側の設定となる。

計画降雨（L1） 計画高水位（HWL) 河道計画上の危険側の水位を設定することで、内水対策計画を立案す
る上では、安全側の計画となる。 〇

放流渠の満管水位 外水位の影響を反映できず危険側（過小評価）となる可能性がある。

自由放流（河川に水位を
設定しない）

浸水要因分析時に使用する。計画策定に対しては危険側の設定となる。

想定最大降雨（L2）に対しては、避難周知を図ることが目的であることから、計画の視点としては安全側で設定することが望ましいため、河川の
堤防高の一定水位を外水位の条件とする。

既往最大降雨（L1’）については、実績水位があればそれを用い、ない場合は、計画降雨以上の雨量であるため、計画高水位（HWL）を
一定水位として設定する。

計画降雨（L1）については、計画高水位（HWL）を一定水位として設定する。
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用語の定義
用語 用語の定義

外水位 河川等の下水道施設の排水先の水位のことをいう。

計画降雨 浸水被害の発生を防止するための下水道施設の整備の目標として気候変動の影響を踏まえて下水道法事業計画に位置づけ
られる降雨をいう。

照査降雨
計画を上回る降雨のうち，減災対策の対象とする降雨をいう。照査降雨としては，安全な避難の確保を図る目標の降雨（レ
ベル２降雨（想定最大規模降雨））と計画降雨を上回る降雨時の浸水被害の軽減を図る目標の降雨（レベル１’降雨）
がある。

ハード対策 管路施設，ポンプ施設，貯留浸透施設など，施設そのものによる浸水対策をいう。

ソフト対策 維持管理・体制，情報収集・提供，施設の効率的・効果的運用，自助対策の支援等による浸水対策をいう。

計画高水量 計画高水流量は、河道を建設する場合に基本となる流量のことを言う。

基本高水 洪水を防ぐための計画で基準とする流量のことを言う。

洪水調節施設 一時的に洪水流量の一部分を貯めることで下流の河道に流れる流量を減少させる施設のことを言う。（例:洪水調節用ダム、
調整池、遊水地等）

緊急輸送道路
災害直後から、避難・救助をはじめ、物資供給等の応急活動のために、緊急車両の通行を確保すべき重要な路線
で、高速自動車国道や一般国道及びこれらを連絡する基幹的な道路のことを言う。

要配慮者施設 社会福祉施設、学校、医療施設、その他の主として防災上の配慮を要する方々が利用する施設のことを言う。

防災拠点 大規模な災害が発生した場合に、被災地において救援、救護等の災害応急活動の拠点となる施設のことを言う。

流出係数 降雨量に対して地表を流下する雨水の割合を表す数値のことを言う。


